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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

11月11日～17日は「税を考える週間」です！

暮らしを支える税
   ■問本所課税課☎内線206または本所納税課☎内線219へ

　市税は、安全・安心な生活の維持、健康・福祉の充
実、道路等の社会基盤の整備、教育・産業の振興等、
皆さんの「健康で豊かな生活」を実現するための、身
近な行政サービス・施策の重要な財源になっています。
　市税には、右の図のように税目ごとに使い道が特定
されている目的税と、特定されていない普通税があり
ます。

◆市税のあらまし
市民税（個人・法人）
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税

市税
入湯税
都市計画税
国民健康保険税

普通税

目的税

 納税は 豊かなまちの 第一歩
令和２年度納税標語最優秀作品

①口座振替
　預貯金口座から、納期ごと自動的に振替納付す
る方法です。希望する方は納付書と通帳、通帳印
をお持ちの上、金融機関窓口でお申し込みくださ
い。忙しくて納付に行く時間がない方や納め忘れ
が心配な方には、口座振替をお勧めします。
②窓口での納付
　鶴岡市内に支店等がある金融機関（東北地方の
ゆうちょ銀行〈郵便局〉を含む）や本所納税課、
各地域庁舎市民福祉課の窓口で納付する方法です。
納付の際は納付書を忘れずにお持ちください。
③ゆうちょ銀行（郵便局）からの払込み
　郵便局専用の払込用紙に住所・氏名・収納番号
（通知書番号）・税目・納期・金額を記入の上、郵
便局から払い込みください（全国の郵便局で払込
み可）。払込用紙は本所納税課にあります。

④コンビニエンスストア等での納付
　提携している全国のコンビニエンスストア等（納
付書裏面に記載）で納付する方法です。市役所の閉
庁日や金融機関等の営業時間外でも納付できます。
　納付できる税目は、市・県
民税（普通徴収分）、固定資
産税、軽自動車税、国民健
康保険税です。
⑤eLTAX（エルタックス）での電子納税
　対象は個人市民税の特別徴収と法人市民税です。
エルタックスHPから利用の手続きをお願いします。
⑥年金からの差引き（年金特徴）
　その年の４月１日に65歳以上で年金受給額が年
額18万円以上の方は、条件によって、個人市民税
と国民健康保険税が年金から差し引かれる場合があ
ります。

◆納付方法
■問①～⑤納税課収納管理係、⑥課税課市民税係・諸税係

　納付期限までに納めない場合、
税金に延滞金が加算されます。
　今年１月１日～12月31日の
延滞金は、納付期限の翌日から
１か月を経過する日までが年
2.6％、それ以後が年8.9％の割
合で、納付日までの日数に応じ
て計算されます。これ以前の延

滞金の割合を知りたい場合はお
問い合わせください。
　また、督促状を発した日から
10日を経過しても完納されな
い場合、滞納した方の不動産や
動産（家財等）、預貯金等の財
産の差押えや公売を行うことが
あります。

　災害に遭った方、失業や病気等で収
入が減り生活に困っている方等が、状
況に応じて納税の猶予を受けたり、税
金を分割で納めたりできる制度があり

ます。適用には要件
があるので、ご相談
ください。

■問納税課納税係
◆延滞金と滞納処分

■問納税課納税係
◆納税の猶予等
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11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！

知っておきたい国民年金のこと
■問鶴岡年金事務所☎23‐5040、本所国保年金課☎内線113または各地域庁舎市民福祉課へ

◆国民年金制度とは　
　老後の生活や障害を負ったときなどに備え、国の
負担と加入者が納めた保険料によって、国民全体で
お互いを支え合う国の制度です
◆加入対象者
　国内に住所がある20歳以上60歳未満の全ての方
◆保険料　
　月額１万6,540円（令和２年度）

◆保険料の納付方法　
　第１号被保険者には、日本年金機構から納付書が
送付されます。口座振替やクレジットカード納付、
前納制度を利用すると納め忘れがなく便利です
◆前納制度の例（申込み期限あり）
◇現金で１年分を一括で納付…3,520円割引
◇口座振替で１年分を一括で納付…4,160円割引
◆保険料の納付が困難な方は
　納付が免除または猶予される制度もあります

◆国民年金にはこんな給付があります
▷老齢基礎年金　保険料を納めた期間等の受給資格
期間が10年（120月）以上ある方が、原則として65
歳から受け取る年金
▷障害基礎年金　病気やけがで体に障害が残った場
合、一定の支給要件を満たす方が受け取る年金

▷遺族基礎年金　国民年金の被保険者が亡くなった
とき、その方によって生計を維持されていた「子の
ある配偶者」または「子」で、一定の支給要件を満た
す方が受け取る年金
▷その他の国民年金独自給付　寡婦年金、死亡一時
金、短期在留外国人の脱退一時金　等

◆平日相談　月曜～金曜日午前８時30分～午後５時15分（月曜日は午後７時まで）
※原則予約制です。
◆休日相談　毎月第２土曜日午前９時30分～午後４時
※完全予約制です。
◆持ち物　年金手帳、身分証明書、本人以外の場合は委任状と代理人の身分証明書

鶴岡年金事務所年金相談

被保険者区分 こんなとき 届出先
第１号被保険者…自営業者、農業・
漁業従事者、学生、無職の方等

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第２号被保険者…会社員、公務員
等（厚生年金加入者）

退職したとき 市役所
退職して配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第３号被保険者…第２号被保険者
の扶養となっている配偶者

▷配偶者が退職したとき　▷配偶者の扶養から外れたと
き　▷離婚したとき　▷配偶者が65歳になったとき 市役所

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

年金手帳と本人確認書類（免許証等）をお持ちください◆こんなときは届出が必要です

市街地への出没、目撃情報が相次いでいます

熊の出没に注意！
■問本所農政課☎内線588

　今年は、市街地への熊の出没、目撃情報が相次いで
います。秋は、熊が冬眠に備え、食べ物を求めて行
動し、特に朝、晩は遭遇する可能性が高くなります。
被害に遭わないために次のことに注意しましょう。
◆出没情報に注意する　
　出没情報は市HP「クマに関する情報」から確認でき
ます。出没場所にはなるべく近づかないようにしま
しょう。新しいふんや足跡を見付けたら熊が近くに
いる可能性が高いので速やかに立ち去りましょう。
◆人の存在を知らせる
　鈴や笛、ラジオなど音の出るものを身に着けまし

ょう。人の存在や接近を熊に知らせることで突然の
遭遇を未然に防ぐことができます。
◆遭遇してしまったら　
　背中を見せず、ゆっくりと後退しながら、熊から
離れてください。興奮させないためにも、大声を出
したり走って逃げたりしてはいけません。子連れの
熊は特に注意が必要です。
◆目撃したら　
　熊を目撃した場合は、近くの交番・駐在所（警察
署）、本所農政課または各地域庁舎産業建設課へ状
況をお知らせください。
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（34）

名誉市民 杉村隆さん ご逝去
■問本所総務課☎内線312

　本市の名誉市民である国立がん研究センター名誉総長
の杉村隆さんが９月６日にご逝去されました。杉村さん
の訃報に接し、衷心より哀悼の意を表します。
　杉村さんは、昭和62年旧鶴岡市推載による名誉市民
であり、長きにわたり、がん研究の第一線でご活躍され、
昭和51年には日本学士院賞、昭和53年には文化勲章を
受章されておられます。さらに、同53年に米国環境変
異原学会賞を、昭和56年に米国バートナー癌研究学術
賞を受賞されるなど、その業績は日本にとどまらず世界
的にも高く評価されております。
　杉村さんは、インターン時代に、鶴岡保健所や荘内病
院に勤務され、市民の健康管理にご尽力を賜りました。
また、平成 9年には、新荘内病院基本構想策定委員会
の顧問として、深い学識、豊富な経験を基にした数多く
のご提言を頂戴いたしました。さらに、平成31年 4 月
からは、杉村さんが名誉学長をお務めの東邦大学から市
立荘内病院に眼科医をご紹介いただくなど、地域医療の
発展にもご指導を賜りました。
　ご生前の輝かしいご功績に深甚なる敬意を表しますと
ともに、本市へのご厚情に感謝申し上げ、衷心よりご冥
福をお祈り申し上げます。

がんについて講演する杉村さ
ん（平成25年11月）

平成15年の新荘内病院開院
にご尽力いただきました。

　大正15年 東京都牛込（現在の新宿区）に生
まれる

両親が郷里の鶴岡市（ご尊父様が
鶴岡市出身）に疎開時、東京大学
医学部に入学。荘内館での寄宿舎
生活を送られ、同24年に同大学
を卒業

　昭和20年

米国バートナー癌研究学術賞を受賞　昭和56年

「発癌と突然変異原性との関連性」
の研究で文化勲章を受章。米国環
境変異原学会賞を受賞

　昭和53年

「胃癌発生に関する実験的研究」
で日本学士院賞を受賞　昭和51年

国立癌センター研究所長に就任。
同59年に同総長、平成４年に同
名誉会長に就任され、一貫してが
ん研究に尽すい

　昭和49年

東京大学医科学研究所教授に就任　昭和45年

ご経歴

　

秋
晴
れ
の
あ
る
日
、
羽
黒
山
五
重
塔
へ
、

玉
川
寺
へ
散
策
に
出
掛
け
た
。
風
力
発
電
の

問
題
が
決
着
が
つ
い
た
か
ら
か
、
そ
れ
と
も

オ
ン
ラ
イ
ン
の
大
学
生
と
し
て
過
ご
す
長
女

と
一
緒
だ
っ
た
か
ら
か
、
久
し
ぶ
り
に
開
放

感
の
あ
る
休
日
を
過
ご
し
た
。
ま
た
、
別
の

週
に
は
、
旧
風
間
家
住
宅
の
丙
申
堂
、
別
邸

の
釈
迦
堂
へ
、
更
に
は
藩
校
致
道
館
を
訪
れ

た
。
古
い
建
物
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、
威

厳
を
感
じ
な
が
ら
も
ど
こ
か
落
ち
着
く
感
じ

が
し
た
。
こ
の
秋
、
県
内
、
東
北
各
地
か
ら

70
校
以
上
も
の
学
校
が
、
本
市
を
修
学
旅
行

先
に
選
ぶ
、
そ
ん
な
動
き
が
広
が
っ
た
。
荘

内
藩
の
城
下
町
、
世
界
一
の
ク
ラ
ゲ
の
水
族

館
、
世
界
に
誇
る
食
文
化
や
温
泉
、
３
つ
の

日
本
遺
産
を
有
す
る
本
市
の
底
力
が
評
価
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。

10
月
１
日
、
新
鶴
岡
市
と
な
っ
て
15
周
年

の
節
目
を
迎
え
た
。
そ
の
日
の
朝
、
私
は
、

旧
温
海
町
の
戸
沢
に
伺
っ
た
。
こ
の
日
、
温

海
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
行
が
４
つ

の
路
線
（
戸
沢
線
、
平
沢
線
、
関
川
線
、
菅

野
代
線
）
で
開
始
さ
れ
、
そ
の
出
発
式
が
行

わ
れ
た
の
だ
。
山
間
部
か
ら
海
岸
部
ま
で
、

東
北
で
一
番
広
い
鶴
岡
市
。
通
学
や
通
院
、

買
物
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
必
要
な
移
動

手
段
の
確
保
は
、
地
域
住
民
の
切
実
な
願
い

だ
。
温
海
地
域
で
は
、
地
元
自
治
会
や
観
光
、

福
祉
等
の
団
体
が
運
営
主
体
と
な
る
協
議
会

が
本
年
５
月
に
立
ち
上
が
り
、
準
備
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
そ
の
前
日
に
は
庄
内
交
通
の

路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
代
替
手
段
の

確
保
が
必
須
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
戸

沢
か
ら
五
十
川
駅
前
ま
で
は
２
０
０
円
、
温

海
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
で
は
４
０
０
円
で
、
月
曜
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令和３年４月１日採用予定

荘内病院職員採用試験
■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

市
政

荘
内
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
募
集
（
一
般
入
試
）

■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
及
び
来
年
３
月
に
高

校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
20
人

（
推
薦
入
学
者
若
干
名
を
含
む
）　

■
修
業
年

数　

３
年
（
昼
間
）　

■
願
書
受
付

12
月

14
日
○月
〜
来
年
１
月
６
日
○水
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
。
６
日
○水
必

着
）　

■
試
験
日
時
・
科
目

１
次
試
験
…

１
月
22
日
○金
午
前
９
時
（
国
語
〈
古
典
を
除

く
〉、数
学
Ⅰ
、英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
）　

２
次
試
験（
１

■募集職種・受験資格

▷ 薬剤師（大卒程度）…昭和61年４月２日以降に
生まれ、薬剤師免許を取得している方及び令和３
年４月までに取得見込みの方
▷ 視能訓練士（短大卒程度）…昭和61年４月２日
以降に生まれ、視能訓練士免許を取得している方
及び令和３年４月までに取得見込みの方
▷ 看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和51年４月
２日以降に生まれ、看護師免許を取得している方
及び令和３年４月までに取得見込みの方
　※ 看護師免許と併せ助産師免許を取得している方
及び令和３年４月までに取得見込みの方も募集。

■試験日時・会場
▲

 適正検査
　全国の試験会場でオンライン受験
　11月30日○月～12月13日○日▲

 面接試験（オンライン面接）
　12月20日○日
　※受験申込み時に面接時間を指定します。

■申込み受付

▷11月２日○月～16日○月に、申込書を同院総務課へ
      （郵送の場合、16日○月までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付

▲

 郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで
もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
封して、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４‐
20）へ▲

 同院HP「職員募集」及び市HP「人事・職員採用」
からダウンロードすることもできます

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
２
往
復
す
る
。
戸
沢

線
、
平
沢
線
は
路
線
バ
ス
の
様
に
乗
降
場
所

を
定
め
て
予
約
不
要
で
運
行
す
る
。
関
川
線
、

菅
野
代
線
は
、
予
約
に
応
じ
て
自
宅
近
く
で

乗
り
降
り
で
き
る
方
式
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
藤
島
地
域
の
長
沼
地
区
・
八
栄
島

地
区
で
は
、
10
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
モ
ニ
タ
ー
テ
ス
ト
運
行
が

実
施
さ
れ
た
。
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
状
況

は
更
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
等
の
事
業
者
の
皆
様
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
の
活
力
を
引
き
出
す
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
平
成
９
年
に
役
所
勤
め

を
始
め
た
と
き
、
一
番
最
初
に
取
り
組
ん
だ

仕
事
の
一
つ
が
、
申
請
・
届
出
の
際
の
押
印

の
見
直
し
だ
っ
た
。
時
代
は
巡
り
、
回
る
。

デ
ジ
タ
ル
庁
の
新
設
な
ど
と
と
も
に
、「
は

ん
こ
の
廃
止
」
が
我
が
国
の
論
点
に
浮
上
し

て
い
る
。
平
成
９
年
７
月
の
事
務
次
官
等
会

議
申
し
合
わ
せ
「
押
印
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
は
、
押
印
の
廃
止
に
よ
る
申
請
・
届
出

の
電
子
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
促
進
が
念

頭
に
あ
っ
た
が
、
国
も
地
方
も
い
ま
だ
多
く

の
手
続
き
が
紙
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
。

当
時
も
、
国
内
有
数
の
は
ん
こ
の
産
地
で
あ

る
山
梨
県
の
関
係
者
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い

る
か
ら
前
に
進
ま
な
い
と
か
、
事
情
通
の
先

輩
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。

　
「
押
印
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
狙
い

は
申
請
・
届
出
を
行
う
国
民
の
負
担
の
軽
減

だ
っ
た
。
ど
う
し
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
対

応
が
難
し
い
人
の
た
め
に
は
、
紙
に
よ
る
申

請
も
必
要
だ
ろ
う
。
取
り
残
さ
れ
る
人
が
い

な
い
よ
う
に
、
見
直
し
を
し
て
も
っ
と
便
利

に
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
本
市
の

行
財
政
改
革
で
も
、
鶴
岡
ら
し
さ
が
、
旧
６

市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
、
更
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
そ
の
点
だ
け
は
く
れ
ぐ
れ
も
忘

れ
ず
に
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

式典開始時間と対象中学校区のお知らせ

令和３年鶴岡市成人式
■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4866

■ 開催日
　来年５月３日○月
■ 式典開始時間・対象中学校区
　午前10時30分… 鶴岡一中、鶴岡四中、鶴岡五中、

藤島中、櫛引中
　午後１時30分… 鶴岡二中、鶴岡三中、豊浦中、

羽黒中、朝日中、温海中
■場　所　
　荘銀タクト鶴岡
■対　象　
　 平成12年４月２日～13年４月１日生まれの方
■その他
　 ２月中旬に対象の新成人に案内状を送付します。
各時間の式典終了
後､ 中学校ごとに
写真撮影を予定し
ています（希望者
のみ）。
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共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

税
・
生
活
・
そ
の
他

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

個
人
の
市
・
県

民
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

個
人
の
市･

県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
事

業
主
が
従
業
員
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
市

･

県
民
税
を
差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ
っ

て
、
各
従
業
員
の
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地

で
あ
る
市
町
村
に
毎
月
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
所
得
税
を

源
泉
徴
収
す
る
義
務
が
あ
る
事
業
主
に
は
、

原
則
と
し
て
従
業
員
の
市
・
県
民
税
を
特
別

徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
退
職
し
た
」

「
不
定
期
雇
用
で
あ
る
」
と
い
っ
た
特
段
の

理
由
が
な
い
限
り
、
事
業
主
や
従
業
員
の
希

望
で
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト　

従
業
員
は
金
融

機
関
に
出
向
い
て
納
め
る
手
間
が
な
く
な
り
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

普
通
徴
収
の
納
期
は
年
４
回
で
す
が
、
特
別

徴
収
の
納
期
は
年
12
回
な
の
で
、
従
業
員
の

１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

▼
納
期
の
特
例　

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
等
は
、
申
請
に
よ
っ
て
、
納
期
を

年
２
回
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

11
月
１
日
〜
10
日
は

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

次
試
験
合
格
者
の
み
）
…
23
日
○土
午
前
９
時

（
小
論
文
、
面
接
）　

■
試
験
会
場
・
■申
荘
内

看
護
専
門
学
校
☎
22
‐
１
９
１
９

福
祉
・
年
金
・
医
療

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

の
お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
藤
島
地
区（
藤
島
地
区
）…
加
藤
一
男（
大

川
渡
・
谷
地
興
屋
・
古
郡
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
向
け
て　

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
は　

今
年

中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
（
過
去
の
保

険
料
や
、
同
一
生
計
家
族
の
保
険
料
を
納
め

た
場
合
も
同
様
）。
領
収
証
書
や
日
本
年
金

機
構
で
発
行
す
る
控
除
証
明
書
を
ご
準
備
く

だ
さ
い（
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

▼
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
に
つ
い
て　

11
月
上
旬
に
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

10
月
以
降
に
納
付
し
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

申
告
等
の
際
、
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
（
10
月
以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
し
た
方
の
証
明
書
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

荘
内
病
院
救
急
外
来
受
診
時
の
お
願
い

事
前
連
絡
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
る
方
に
は
、
受
診

前
に
同
院
救
急
外
来
☎
26
‐
５
１
１
１
へ
連

絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感

染
が
不
安
な
方
は
山
形
県
受
診
相
談
セ
ン
タ

ー
☎
０
１
２
０
‐
８
８
０
０
0
６
へ
、
同
感

染
症
に
つ
い
て
不
安
に
思
う
方
は
山
形
県
一

般
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐
５
６
７
３

８
3
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
同
院
救
急
外
来
☎
26
‐
５
１
１
１

子
育
て
・
教
育

児
童
に
関
す
る

各
種
手
当
の
お
知
ら
せ

▼
児
童
手
当　

■対
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方　

■
支
給
月
額　

▽
０

歳
〜
２
歳
…
１
万
５
、
０
０
０
円　

▽
３
歳

〜
小
学
校
修
了
前
（
第
１
子
・
２
子
）
…
１

万
円　

▽
同
（
第
３
子
以
降
）
…
１
万
５
、

０
０
０
円　

▽
中
学
生
…
１
万
円　

▽
所
得

が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
…
５
、
０
０
０
円　

■
支
給
日　

６
月
・
10
月
・
２
月
の
15
日

■
支
給
期
間　

児
童
が
15
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で

▼
児
童
扶
養
手
当　

■対
離
婚
等
で
ひ
と
り
親

に
な
っ
た
場
合
や
、
児
童
の
父
ま
た
は
母
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
等
で
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
が
一
定
額

を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）　

■

支
給
月
額（
受
給
者
等
の
所
得
で
異
な
り
ま

す
）　

▽
第
１
子
…
４
万
３
、
１
６
０
円
〜

１
万
１
８
０
円　

▽
第
２
子
…
１
万
１
９
０

円
〜
５
、
１
０
０
円　

▽
第
３
子
以
降
…
６
、

１
1
０
円
〜
３
、
０
６
０
円　

■
支
給
日　

奇
数
月
の
11
日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
18

歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
（
障
害
児
は
20
歳

に
達
し
た
月
ま
で
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当　

■対
身
体
や
精
神
に

重
度
〜
中
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
を
在
宅
で

養
育
し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
が
一

定
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）　

■
支
給
月
額　

▽
１
級
障
害
…
５
万
２
、
５

０
０
円　

▽
２
級
障
害
…
３
万
４
、
９
７
０

円　

■
支
給
日　

４
月
・
８
月
・
11
月
の
11

日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
20
歳
に
達
し
た

月
ま
で

▼
共
通　

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１

５
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

「
１
８
９（
い
ち
は
や
く
） 

知
ら
せ
て
守
る 

こ
ど
も
の
未
来
」

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問

題
で
す
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ

る
子
供
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
育
て
に
悩

む
保
護
者
を
支
援
す
る
大
き
な
一
歩
に
な
り

ま
す
。
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
者
や
内
容
に
関
す

る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
困
っ
た
と
き
は
ま
ず
相
談
を
（
連
絡
先
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１　

▽
庄
内
児
童
相
談

所
☎
22
‐
０
７
９
０　

▽
児
童
相
談
所
全
国

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
で

暗
闇
で
も
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
着
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
も
早
目
に
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
高
齢
者
を
見
掛
け
た
ら
思
い
や

り
運
転
を
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
９

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

羽黒
荒
川
住
宅

木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

朝日
名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
２
階
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
柳
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

来
年
１
月
中
旬
以
降　

■申
11

月
２
日
○月
〜
20
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎
内
線

４
８
３
ま
た
は
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
産

業
建
設
課
へ

「
そ
の
火
事
を 

防
ぐ
あ
な
た
に 

金
メ
ダ
ル
」

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
○月
か
ら
15
日
○日
ま
で
の
１
週
間
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
期
、
暖
房
器
具
な
ど
火
を
取
り
扱

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

火
災
予
防
を
心
掛
け
、
安
全
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

訓
練
を
行
い
、
正
し
く
通
報
し
ま
し
ょ
う

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　

火
災
や
事
故
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
誰
で

も
気
が
動
転
し
興
奮
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

町
内
会
や
事
業
所
な
ど
で
防
災
訓
練
を
行
う

際
に
は
積
極
的
に
通
報
訓
練
を
行
い
、
い
ざ

と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
通
報
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
聴
覚
等
障
害
者
向
け
の

「
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
登

録
制
）」
や
外
国
語
の
通
報
に
対
応
す
る
「
多

言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
」
の
運
用
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

■問
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐
８
３
２
１

■他
市
HP家

畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
の
た
め　

施
設
利
用
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

市
内
畜
産
農
家
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
、
次
の

施
設
を
防
疫
対
策
の
た
め
の
現
場
事
務
所
と

し
て
利
用
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
安
全
確
保

の
た
め
通
常
の
施
設
利
用
を
休
止
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
施
設　

藤
島
体
育
館　

■
期
間　

防

疫
対
策
開
始
か
ら
５
日
間
程
度　

■問
本
所
農

政
課
☎
内
線
５
５
４

狩
猟
期
間
中
の
銃
猟
自
粛
区

域
に
つ
い
て

　

集
落
や
工
業
団
地
が
近
接
し
て
い
る
区
域

で
の
銃
に
よ
る
狩
猟
は
大
変
危
険
で
す
。
近

隣
住
民
等
、
往
来
者
の
人
身
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
河
川
等
の
周
辺
で
は
銃
を
使
っ
た

狩
猟
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
砲
音
・
空
薬
き
ょ
う
等
で
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
、
狩
猟
者
は
法
令
と
マ
ナ

ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

■場
▽
内
川
…
寿
集
落
南
端
か
ら
庄
内
南
工
業

団
地
村
東
橋
ま
で
の
区
間　

▽
大
山
川
…
中

柳
原
集
落
今
世
橋
周
辺
、
石
山
・
楯
川
原
集

落
津
利
橋
周
辺　

▽
京
田
川
…
長
沼
十
文
字

集
落
周
辺　

▽
羽
黒
地
域
…
高
寺
周
辺
用
排

水
路　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
８

市
有
不
動
産
を
一
般
競
争
入
札

で
売
却
し
ま
す

件物
所
在
地
（
市
内
）

面
積

地
目

予
定
価
格

１
家
中
新
町
６
番
93
・

６
番
94

69
・
０
８
㎡

宅
地

１
６
１
万
６
、０
０
０
円

■日
11
月
27
日
○金
午
後
２
時　

■場
市
役
所
本
所

４
階
ロ
ビ
ー　

■申
11
月
20
日
○金
ま
で
本
所
契

約
管
財
課
☎
内
線
３
４
２
へ　

■他
市
HP

土
地
売
買
の
際
は

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
32
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表

す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比

較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正

価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
５
８
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
で
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
県
HP
で
も

そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
が
あ
り
、
登

録
の
有
効
期
限
が
来
年
３
月
31
日
○水
と
な
っ

て
い
る
責
任
技
術
者
は
、
登
録
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

■
更
新
申
請　

11
月
２
日
○月
〜
30
日
○月
に
上

下
水
道
部
水
道
課
☎
23
‐
７
７
３
２
へ

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業　

■内
バ
ル

ー
ン
型
投
光
器
ほ
か
防
災
資
機
材（
戸
沢
自

主
防
災
会
）、
バ
ル
ー
ン
型
投
光
器
２
基（
桜

新
町
自
主
防
災
会
）　

■問
本
所
防
災
安
全
課

☎
内
線
１
８
５

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業　

■内
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
用
備
品
の
整
備（
小

岩
川
自
治
会
）　

■問
温
海

庁
舎
総
務
企
画
課
☎
43
‐

４
６
１
１

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。


